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(57)【要約】
【課題】隙間を生じることなく確実に養生でき、養生装
置の収納や設置が簡単にできる作業用ゴンドラ装置を提
供する。
【解決手段】作業用ゴンドラ装置１０は、構造物からワ
イヤ３で吊り下げられる作業ケージ４と、作業ケージ４
から周囲への落下物や飛散物を防止するシート等が取り
付けられた養生装置２０と、を備える。養生装置２０は
、作業ケージ４の側面に沿う２本の手摺６ａ上の第１の
移動レール２１と、第１の移動レール２１上を移動可能
な移動フレーム２２と、移動フレーム２２上で第１の移
動レール２１と直交する２本の第２の移動レール２３と
、第２の移動レール２３上を移動し作業範囲を囲む箱状
の養生フレーム２４と、養生フレーム２４の前面側上部
に揺動可能に支持され作業ケージ４の揺れとは独立して
側面と養生フレーム２４の下面との間を塞ぐ揺動フレー
ム２５と、第２の移動レール２３で、ワイヤ３を通過さ
せるワイヤ通過機構２６と、を備える。
【選択図】図３



(2) JP 2017-179747 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造物から吊り下げられ前記構造物の側面に沿って移動される作業ケージと、
　前記作業ケージに設けられ作業に伴う周囲への落下物や飛散物を防止するシートやネッ
トが取り付けられた養生装置と、を備えた作業用ゴンドラであって、
　前記養生装置は、
　前記作業ケージの前記側面に沿う方向の２本の手摺上に設けられる第１の移動レールと
、
　前記第１の移動レールに沿って移動可能な移動フレームと、
　前記移動フレーム上に設けられ前記第１の移動レールと直交する２本の第２の移動レー
ルと、
　前記第２の移動レール上を移動し前記側面への作業範囲の両側面及び背面を囲む箱状の
養生フレームと、
　前記養生フレームの前面側上部に揺動可能に支持され前記作業ケージの揺れとは独立し
て前記側面と前記養生フレームの下面との間を塞ぐ揺動フレームと、
　前記第２の移動レールに設けられ前記作業ケージを吊り下げるワイヤを通過させるワイ
ヤ通過機構と、を備える、
　ことを特徴とする作業用ゴンドラ装置。
【請求項２】
　前記ワイヤ通過機構は、
　前記第２の移動レールの前記ワイヤの通過部分に形成される切り欠き部と、
　前記切り欠き部を埋めて連結状態とする連結レールと、
　前記連結レールが取り付けられ前記第２の移動レールに回動可能に支持され前記連結レ
ールを連結位置と退避位置に回動する回動アームと、を備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の作業用ゴンドラ装置。
【請求項３】
　前記揺動フレームは、前面側下部に一端が揺動可能とされ他端が前記養生フレーム上に
位置する底部フレームを備える、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の作業用ゴンドラ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、作業用ゴンドラ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ビル、船舶、発電所、タンク、煙突、そして橋梁などの構造物の構築や補修
など側面などへの高所作業を安全かつ能率的に行うためワイヤなどの索条で吊り下げた作
業者が搭乗する作業ケージを備えたゴンドラ装置や自動窓拭き装置などの機器を搭載する
作業ケージなどを吊り下げたゴンドラ装置が用いられている。
　作業ケージを備えるゴンドラ装置では、作業に伴う壁面の削りくずなどの固形物や塗料
や洗浄液などの液体の落下物や飛散物を防止するためシートやネットなどによる養生装置
が用いられている。
【０００３】
　ゴンドラ装置の養生装置は、例えば特許文献１に開示されたものがあり、作業ケージの
前面側を開口させ、両側に側部養生枠部材を鉛直軸周りに開閉可能とし、側部養生枠部材
の間に水平軸周りに揺動する底部養生枠部材を取り付け、ネットやシート等を取り付けて
覆うようにしたものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００９－２２８３５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、特許文献１に開示された養生装置では、側部養生枠部材は、鉛直軸周りに開
閉され、その間で底部養生枠部材が水平軸周りに揺動するように作業ケージに設置される
ため、底部養生枠部材の上面と側部養生枠部材の底辺との間に隙間ができ易いという問題
がある。
　また、作業位置を変更する場合には、底部養生枠部材を揺動させて収納した後、左右の
側部養生枠部材を閉じるように収納し、移動先では逆の手順で設置する必要があり、収納
や設置が煩雑であるという問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記従来技術の課題に鑑みてなされたもので、隙間を生じることなく確実に
養生することができ、養生装置の収納や設置を簡単に行うことができる作業用ゴンドラ装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明にかかる作業用ゴンドラ装置は、
　構造物から吊り下げられ前記構造物の側面に沿って移動される作業ケージと、
　前記作業ケージに設けられ作業に伴う周囲への落下物や飛散物を防止するシートやネッ
トが取り付けられた養生装置と、を備えた作業用ゴンドラであって、
　前記養生装置は、
　前記作業ケージの前記側面に沿う方向の２本の手摺上に設けられる第１の移動レールと
、
　前記第１の移動レールに沿って移動可能な移動フレームと、
　前記移動フレーム上に設けられ前記第１の移動レールと直交する２本の第２の移動レー
ルと、
　前記第２の移動レール上を移動し前記側面への作業範囲の両側面及び背面を囲む箱状の
養生フレームと、
　前記養生フレームの前面側上部に揺動可能に支持され前記作業ケージの揺れとは独立し
て前記側面と前記養生フレームの下面との間を塞ぐ揺動フレームと、
　前記第２の移動レールに設けられ前記作業ケージを吊り下げるワイヤを通過させるワイ
ヤ通過機構と、を備える、
　ことを特徴とする。
【０００８】
　前記ワイヤ通過機構は、
　前記第２の移動レールの前記ワイヤの通過部分に形成される切り欠き部と、
　前記切り欠き部を埋めて連結状態とする連結レールと、
　前記連結レールが取り付けられ前記第２の移動レールに回動可能に支持され前記連結レ
ールを連結位置と退避位置に回動する回動アームと、を備える、ことが好ましい。
【０００９】
　前記揺動フレームは、前面側下部に一端が揺動可能とされ他端が前記養生フレーム上に
位置する底部フレームを備える、ことが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、隙間を生じることなく確実に養生することができ、養生装置の収納や
設置を簡単に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかる概略正面図である。
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【図２】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかる概略平面図である。
【図３】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかる概略左側面図である。
【図４】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかる手摺と左右移動レールとの
取り付け状態の部分拡大図である。
【図５】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかる前後移動レールと養生フレ
ームとの取り付け状態の部分拡大図である。
【図６】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかる揺動フレームの動作説明図
である。
【図７】本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態にかかるワイヤ通過機構の動作説明
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の作業用ゴンドラ装置の一実施の形態について添付図面を参照して詳細に
説明する。　
　作業用ゴンドラ装置１０は、例えば、構造物１の屋上などに固定され側面２に沿って吊
り下げた２本のワイヤ３をゴンドラとしての作業ケージ４に設けたワインダ５のシーブに
巻き掛け、ワイヤ３とシーブとの摩擦力で巻き掛け位置を移動しながら昇降される作業ケ
ージ４と、作業ケージ４での作業に伴う落下物や飛散物を防止する図示しないシートやネ
ットが取り付けられた養生装置２０とを備えて構成されている。
【００１３】
　養生装置２０は、作業ケージ４の側面２に沿う方向（前後方向）の２本の手摺６ａ上に
設けられる左右移動レール（第１の移動レール）２１と、左右移動レール（第１の移動レ
ール）２１に沿って移動可能な左右移動フレーム（移動フレーム）２２と、左右移動フレ
ーム２２上に設けられ左右移動レール（第１の移動レール）２１と直交する２本の前後移
動レール（第２の移動レール）２３と、前後移動レール（第２の移動レール）２３上を移
動し側面２への作業範囲の両側面及び背面を囲む箱状の養生フレーム２４と、養生フレー
ム２４の前面側上部に揺動可能に支持され作業ケージ４の揺れとは独立して側面２と養生
フレーム２４の下面との間を塞ぐ揺動フレーム２５と、前後移動レール（第２の移動レー
ル）２３に設けられ作業ケージ４を吊り下げるワイヤ３を通過させるワイヤ通過機構２６
と、を備えて構成されている。
　すなわち、養生装置２０では、図示しないシートやネットが取り付けられた箱状の養生
フレーム２４が作業ケージ４の手摺６ａ上で構造物１の側面２に沿って左右方向に移動で
き（図１では、右側への移動は、図示せず）、前後方向（側面２に対する接近離反方向）
にも移動できる（図３参照）ように構成してあり、作業ケージ４の揺れにより生じる養生
フレーム２４の側面及び下面の隙間を図示しないシートやネット、あるいは床板が設けら
れた揺動フレーム２５（図６参照）によって隙間なく養生できるように構成してある。
【００１４】
　作業用ゴンドラ装置１０を構成する作業ケージ４は、構造物１の側面２に沿った横に長
い作業床４ａを備え、下面４隅には、キャスター４ｂが取り付けられて地上や屋上などを
移動できるようになっている。作業床４ａの周囲には、構造物１の側面２に沿う前後の手
摺枠６と左右の手摺枠７とを備え、作業者が安全に作業できるように周囲が囲まれている
。また、これら手摺枠６，７には、養生用の図示しないシートやネットが取り付けられて
いる。
　作業ケージ４には、例えば２台のワインダ５が搭載され、構造物１の屋上などに固定さ
れ側面２に沿って吊り下げた２本のワイヤ３をワインダ５のシーブに巻き掛け、ワイヤ３
とワインダ５のシーブとの摩擦力で巻き掛け位置を移動しながら昇降できるようになって
いる。
　なお、作業用ゴンドラ装置１０は、作業ケージ４内にワインダ５を設けることなく、構
造物１の屋上などの台車上や固定された巻取機から吊り下ろしたワイヤ３を作業ケージ４
に接続してワイヤ３の巻き取りと繰り出しによって作業ケージ４を昇降するようにしたも
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のであっても良い。
【００１５】
　このような作業ケージ４から行う作業に伴う落下物や飛散物を防止する養生装置２０は
、第１の移動レールとなる左右移動レール２１を備えている。左右移動レール２１は、構
造物１の側面２に沿う方向の前後の手摺枠６の２本の手摺６ａ上に取り付けられている。
左右移動レール２１は手摺枠６の前後側の高さが異なることから、例えば、図３に示すよ
うに、前後の左右移動レール２１の高さの異なる位置に水平に取り付けてある。
　左右移動レール２１は、例えば、図４及び図５に示すように、アルミニウムなどの金属
製の押出型材３０が用いられる。この押出型材３０は、横断面形状の外形が正方形状で正
方形の中心部３０ａから対角方向に連結片３０ｂを介して正方形の４隅に位置する直角三
角形状の角部３０ｃが設けられており、各辺の中央部に略台形状の溝部３０ｄが形成され
て構成されている。
【００１６】
　左右移動レール２１は、例えば、図４に示すように、手摺枠６の最上部の手摺６ａ上に
沿って載置され、中空角材の手摺６ａの底面および左右の側面を囲む固定用金具２１ａで
押出型材３０の溝部３０ｄ内の駒と側面を貫通したボルトとで締め付けて固定される。左
右移動レール２１は、構造物１側の前面側が低く、後面側が高くなっている。
【００１７】
　２本の左右移動レール２１には、左右移動レール２１に沿って移動できる矩形の左右移
動フレーム２２が設けられ、５本の支柱２２ａを備えて構成されている。左右移動フレー
ム２２は、左右移動レール２１と同様に、金属製の押出型材３０で構成されており、図１
に示すように、前面側の２本の支柱２２ａの間隔が狭く、後面側の３本の支柱２２ａの間
隔が広くなっている。
　左右移動フレーム２２は、作業ケージ４の１か所で作業する場合に必要な左右幅で、前
後の奥行きは、作業ケージ４の前後幅に合わせた大きさとしてある。
　左右移動フレーム２２は、左右移動レール２１を構成する押出型材３０の略台形状の溝
部３０ｄ内を滑動するスライダ（図示せず）を４箇所に備えて移動可能とされている。
【００１８】
　左右移動フレーム２２には、左右両端部に前後方向に延びる第２の移動レールとして前
後移動レール２３が取り付けられている。前後移動レール２３は、左右移動レール２１と
同様に、金属製の押出型材３０で構成されており、図３などに示すように、作業ケージ４
からの作業に必要な前方養生位置Ａまでと、作業ケージ４の昇降などに邪魔とならない後
方の退避位置Ｂまでの間に対応する長さとしてある。
【００１９】
　前後移動レール２３上には、作業ケージ４の１か所で作業する場合に必要な左右幅、前
後の奥行きおよび高さに合わせた箱状の養生フレーム２４が前後方向に移動可能に設けら
れる。養生フレーム２４は、左右移動レール２１などと同様に、金属製の押出型材３０で
構成されており、作業を行う前面側が開口している。箱状の養生フレーム２４は、前面側
の開口以外のフレームには、図示しないシートまたはネットが張られており、作業に伴う
落下物や飛散物を養生フレーム２４内に留めることができるようにしてある。養生フレー
ム２４は、前後移動レール２３を構成する押出型材３０の略台形状の溝部３０ｄ内を滑動
するスライダ（図示せず）を備えて移動可能とされている。
　このような左右移動レール２１と、左右移動フレーム２２と、前後移動レール２３と、
養生フレーム２４とで、養生フレーム２４は、図１に示すように、作業ケージ４の左右（
右側への移動は図示せず）に移動できるとともに、図３に示すように、前後にも移動する
ことができ、作業ケージ４の１か所で、養生フレーム２４で囲まれて養生された状態で作
業を行うことができ、落下物や飛散物を養生フレーム２４内に受け止めることができる。
【００２０】
　養生フレーム２４は、図６に示すように、揺動フレーム２５が設けられ、作業ケージ４
から乗り出すようにして作業する場合に作業ケージ４が揺れても自動的に養生を行うこと
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ができるようにしてある。
　揺動フレーム２５は、養生フレーム２４の高さに合わせた２等辺３角形状とされ、頂部
が養生フレーム２４に回動可能に取り付けられた２つのサイドフレーム２５ａと、２つの
２等辺３角形のサイドフレーム２５ａの底辺を構成するとともに、２つのサイドフレーム
２５ａの下端部同士を連結する底部フレーム２５ｂとを備えて構成されている。そして、
サイドフレーム２５ａには、図示しないシートあるいはネットが取り付けられ、底部フレ
ーム２５ａには、板材やシートあるいはネットが作業に応じて選択されて取り付けられて
いる。
　この揺動フレーム２５を備えた作業用ゴンドラ装置１０では、作業ケージ４から乗り出
すようにして作業することで、作業ケージ４が揺れても揺動フレーム２５が養生フレーム
２４の上端を中心に揺動し、揺れ幅に応じて底部フレーム２５ｂが自動的に繰り出され、
作業ケージ４と構造物１との間の床部分を養生することができ、養生フレーム２４の側面
との隙間もサイドフレーム２５ａで養生することができる。
【００２１】
　この作業用ゴンドラ装置１０では、養生フレーム２４を左右に移動する場合に、作業ケ
ージ４を吊り下げているワイヤ３が作業ケージ４の左右端部より内側に接続されているた
め、作業ケージ４の両端位置Ｃに養生フレーム２４を移動しようとすると、前後移動レー
ル２３とワイヤ３とが干渉することになる。
　そこで、前後移動レール２３にワイヤ通過機構２６が設けてある。
　ワイヤ通過機構２６は、図２及び図７に示すように、前後移動レール２３のワイヤ３と
干渉する部分に設けられてワイヤ３を通過させる切り欠き部２３ａと、前後移動レール２
３の切り欠き部２３ａを埋めて連結状態にできる連結レール２６ａと、連結レール２６ａ
が取り付けられて連結位置Ｄと開放位置Ｅに回動する回動アーム２６ｂとを備えて構成さ
れている。
　回動アーム２６ｂは、間隔をあけて２本で構成されて前後移動レール２３の両側に配置
され、前面側の端部が回動可能に前後移動レール２３に取り付けられる。連結レール２６
ａが２本の回動アーム２６ｂの間の所定位置に取り付けてある。連結レール２６ａが切り
欠き部２３ａに位置する連結位置Ｄでは、回動アーム２６ｂの端部に図示しない固定ピン
を差し込んで前後移動レール２３に固定するようにしてある。
　したがって、養生フレーム２４を作業ケージ４の左右の両端位置Ｃに移動する場合に、
前後移動レール２３とワイヤ３とが干渉する場合には、ワイヤ通過機構２６の回動アーム
２６ｂを固定ピンを抜いて開放位置Ｅに回動させることで、前後移動レール２３に切り欠
き部２３ａが形成され、ワイヤ３を通過させることができる。この時、養生フレーム２４
は、前後移動レール２３の切り欠き部２３ａの前後どちら側かに退避させた退避位置Ｂと
しておくことで、干渉を防止してワイヤ３を通過させることができる。
【００２２】
　以上、実施の形態とともに、詳細に説明したように本発明の作業用ゴンドラ装置１０に
よれば、構造物１から吊り下げられ構造物１の側面２に沿って移動される作業ケージ４と
、作業ケージ４に設けられ作業に伴う周囲への落下物や飛散物を防止するシートやネット
が取り付けられた養生装置２０と、を備えた作業用ゴンドラであって、養生装置２０は、
作業ケージ４の側面に沿う方向の２本の手摺６ａ上に設けられる第１の移動レール２１と
、第１の移動レール２１に沿って移動可能な移動フレーム２２と、移動フレーム２２上に
設けられ第１の移動レール２１と直交する２本の第２の移動レール２３と、第２の移動レ
ール２３上を移動し側面２への作業範囲の両側面及び背面を囲む箱状の養生フレーム２４
と、養生フレーム２４の前面側上部に揺動可能に支持され作業ケージ４の揺れとは独立し
て側面と養生フレーム２４の下面との間を塞ぐ揺動フレーム２５と、第２の移動レール２
３に設けられ作業ケージ４を吊り下げるワイヤ３を通過させるワイヤ通過機構２６と、を
備えているので、シートやネットが取り付けられた箱状の養生フレーム２４が作業ケージ
４の手摺６ａ上で構造物１の側面２に沿って左右方向に移動でき、前後方向（側面２に対
する接近離反方向）にも移動することができ、作業ケージ４の揺れにより生じる養生フレ
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ーム２４の側面及び下面の隙間をシートやネット、あるいは床板が設けられた揺動フレー
ム２５によって隙間なく養生することができる。
　これにより、作業ケージ４からの作業に伴う落下物や飛散物を隙間なく養生することが
できる。
　また、養生フレーム２４を作業ケージ４の左右および前後に移動することができ、１か
所の作業範囲を養生フレーム２４で養生することができ、しかも作業ケージ４が揺れても
自動的に揺動フレーム２５で養生することができる。
　さらに、養生フレーム２４を移動する際であっても、前後移動レール２３がワイヤ３と
干渉する場合には、ワイヤ通過機構２６でワイヤ３を通過させることができ、ワイヤ３と
の緩衝を防止して養生フレーム２４を移動することができる。
　また、養生装置２０の設置や収納は、養生フレーム２４を左右及び前後のレール２１，
２３に沿って移動するだけで良く、折り畳みなどの必要もなく簡単に行うことができる。
【００２３】
　また、本発明の作業用ゴンドラ装置１０によれば、ワイヤ通過機構２６は、第２の移動
レール２３のワイヤ３の通過部分に形成される切り欠き部２３ａと、切り欠き部２３ａを
埋めて連結状態とする連結レール２６ａと、連結レール２６ａを連結位置と退避位置に回
動する回動アーム２６ｂと、を備えているので、切り欠き部２３ａによってワイヤ３を通
過させることができ、回動アーム２６ｂを回動して連結レール２６ａを切り欠き部２３ａ
に位置せることで、養生フレーム２４の前後方向の移動を支障なく行うことができる。
【００２４】
　また、本発明の作業用ゴンドラ装置１０によれば、揺動フレーム２５は、前面側下部に
一端が揺動可能とされ他端が養生フレーム２４上に位置する底部フレーム２５ｂを備えて
いるので、作業ケージ４が揺れても自動的に揺動フレーム２５が揺動して養生フレーム２
４と構造物１との間を塞ぐように養生することができる。
【符号の説明】
【００２５】
１０　　作業用ゴンドラ装置
１　　　構造物
２　　　側面
３　　　ワイヤ
４　　　作業ケージ（ゴンドラ）
４ａ　　作業床
４ｂ　　キャスター
５　　　ワインダ
６　　　前後の手摺枠
６ａ　　手摺
７　　　左右の手摺枠
２０　　養生装置
２１　　左右移動レール（第１の移動レール）
２１ａ　固定用金具
２２　　左右移動フレーム（移動フレーム）
２２ａ　支柱
２３　　前後移動レール（第２の移動レール）
２３ａ　切り欠き部
２４　　養生フレーム
２５　　揺動フレーム
２５ａ　サイドフレーム
２５ｂ　底部フレーム
２６　　ワイヤ通過機構
２６ａ　連結レール
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２６ｂ　回動アーム
３０　　押出型材
３０ａ　中心部
３０ｂ　連結片
３０ｃ　角部
３０ｄ　溝部 
Ａ　　　前方養生位置
Ｂ　　　退避位置
Ｃ　　　両端位置
Ｄ　　　連結位置
Ｅ　　　開放位置

【図１】 【図２】
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